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一、はじめに
　四月になり、新一年生を担当するときに国語は好きかどうか
を尋ねてみると、好きだと答える生徒は多い。本を読むことが好きだという生徒もいれば、文章を書くのが好きだという生徒もいる。漢字が得意だ 答える生徒もい 。国語は読む、書く、話す聞く、漢字など（言語事項）と日常の言 活動のすべてが学習の領域となる。国語は苦手な人で 、 いたり読んり、おしゃべりをしたりは当たり前に行っている。
　国語を教えているなかで気づいたことだが、意外なことに書
くことが苦手だという生徒は比較的少ない。これは冒頭にも述べたように、日常的に行っている活動の一つ とらえ からであろう。その証拠に 何か条件をつけたり、テーマを自分
で探さなければならない課題の場合、「書けない」という生徒の声が聞こえてくる。それほど難しいテーマをあたえているわけではない。 れは、生徒は表現できることをもっているのに、その表現の方法ややり方がまだ身についていないからだと考えられる。そこで、年に一度取り組ん い 弁論文の指導に注目した。私自身、中学時代 弁論文を書いたことがなか たので、当初は何を書けば いのかすら全くわからなかった。しかし、自分の意見（主張）を書けばよいことがわかってくと、相手を意識 て書くことに重点をお た指導 していけばいいことが次第にわかってきた。そこで、相手を説得するための文章の指導を試みること した これま 書くこと 得意だという生徒も、自分の感情をストレートに表現する はできるが、使用する語彙は少なく、書いている内容は 自分の感情を羅列したものが多かった。情報 発信が一方的なものに
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なっていたのである。
　また、弁論文は自分の主張を書かなければならない。新聞に
掲載されるような弁論の出来事をすべての生徒が経験しているわけではない。ごく当たり前に日常 過ごしている生徒たちに劇的な出来事が く も、弁論文を書くということは、自分自身を振り返るよい機会となる。多くの生徒が高校受験で面接を経験する。ここ 求められるのは自分自身の考えや経験を相手に伝えることである。相手に何を伝え いのかを明確にした授業を行うことが、生徒たちが社 を生き抜く力となると考えいる。
二、研究の経過
　平成二十一年度、学校の研究主題は「特別支援教育の考えを
生かしたよりよい集団づくりの研究」であっ
　
 ・個に対する学習指導によって、基礎学力を定着させ、確かな学力に向ける。
　
 ・生徒の学習態度の変化（集中力・忘れ物・遅刻・復習）に対応した授業の工夫をする。
　
 ・一年生の国語、数学、英語でＴＴ、少人数指導を行う。
　この目標を踏まえ、国語科ではコミュニケーション能力を高
めることを目的として授業を工夫していけないかと考えていた。
　言葉を通して相手を理解し、自分の発した言葉が相手にどの
ように受け取られているのかを生徒自身が自ら体験し、伝わらなかったらどうすれば伝わ 考えながら学び合うことができ いかと考えた。意志の疎通ができなければ人間関係を築くことができない。全学年を通して国語科の目標の共通点は「相手意識」であった。
三、教材
　１教材 　　弁論文 　岡山県弁論大会に向けての弁論文　２対象 　　岡山県備前市立備前中学校第三学年生徒
四、主題設定の理由
　対象となる生徒のうち、国語に対して苦手意識を抱いている
生徒は比較的少ない。学習に対しては、意欲的に取り組める生徒が多い。小学校での漢字の反復練習や本校が準会場として実
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施している漢字検定を小学生の時に受検していたこともあり、漢字が得意だから国語は好きだという生徒もいる。また、テストを実施すると、書くことの設問に対しては、無回答率（白紙）が高くなる傾向にある。
　学年が進むにつれ、理解しているのに積極的に発表する生徒
は激減する。これは、間違えることに対するおそれや自信のなさ、目立ちたくないというプレッシャーが原因だと考えられる。
　書くことに抵抗感をもつ生徒は少ない。特に自分 感情をス
トレートに文字にすること できる。しかし、感情を表 ために使用する語彙は少なく（限定的）、書い 内容は、自分の感情だけを羅列したもの、表現や文章のねじれ 根拠や理由にあたる部分が欠落しているものや表記の誤り あるものが多く見られる。それぞれの生徒の心の中に思いはあ が、自分考えを筋道を立てて相手に伝えるため 文章として書けない生徒が多い。そこで、たくさんの目標の中から、今回は三年間を通して、相手を説得す めの文章を書くことを目標として、弁論文の指導を計画した。
五、指導目標・指導計画
　平成十八年度から平成二十年度までの三年間を見通しての指
導計画を立てた。今回の実践は、最終年度の三年生になった生徒たちを対象に行った授業である。
　相手を説得する文章を書くために取り入れたのが、根拠のあ
る文章を書くことである。その方法として 三角ロジックを取り入れた。ま 、書くことが途中でなくなっ 投げ出してしまわないために付箋を用意した。これは、ＫＪ法のやり方を用いている。ただし、ＫＪ法を理解し 利用できる生徒 いない。テーマに沿っ 材料を集める段階 、思いついたこ を書き出し、連想したり文章構成 組み立てたりする めに用いた。一年次
　授業目標 　
 初めての弁論大会に向けて、自分でテーマを決め主張を必ず入れた文章を書く。
　授業計画 　
10時間扱い
　第一次（１時間）　　・
 弁論大会の映像を見て、弁論についてのイメージをもた
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せる。
　　・弁論発表ができるまでの流れについて知らせる。　　・
 文章を「はじめ・なか・おわり」の部分に分けて書くことを伝える。
　第二次（５時間）　　・自分のいいたいことを書き出し、テーマを決めさせる。　　・テーマから連想する 付箋に書かせる。　　・付箋を利用して、文章構成を考えさせ 。　　・
 Ｂ４版のワークシートを用意し、付箋をもとに、文章を書かせる。 　
　　・原稿用紙に文章 書かせる。　第三次（４時間）　　・原稿をもとに、発表の練習をさせる。　　・学級弁論大会で発表させる。
二年次
　授業目標
 弁論大会に向けて、自分でテーマを決め、主張に理由 　付けのある文章を書く。
　授業計画 　
11時間扱い
　第一次（２時間）
　　・
 自分の主張に対して理由付け（根拠）があれば、相手を説得できる文章 なることを伝える。（資料１）
　　・
 三角ロジックを図示したワークシートを使い、理由付けについて知らせる。（資料２
～
４）
　第二次（５時間）　　・テーマを決めさせる。　　・テーマから連想することを付箋に書かせる。　　・付箋を利用して、文章構成を考えさせる。　　・
 Ｂ４版のワークシートに付箋をもとに、 を書かせる。
　　・原稿用紙に文章 書かせる。　第三次（４時間）　　・原稿をもとに、発表の練習をさせる。　　・学級弁論大会で発表させる。
三年次
　授業目標 弁論大会に向けて、相手を説得する文章を書く。　授業計画 　９時間扱い　第一次（１時間）　　・
 弁論文を書くことを伝え、字数の制限を設けることを伝
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える。
　第二次（３時間）　　・テーマを決めさせる。　　・テーマから連想することを付箋に書かせる。　　・付箋を利用して、文章構成を考えさせる。　　・
 Ｂ４版のワークシートに付箋をもとに、文章を書かせる。
　　・原稿用紙に文章 書かせる。　第三次（５時間）　　・
 原稿をもとに、発表の練習をさせる（資料５
～
８参
照）。
　　・学級弁論大会で発表させる。
六、指導の実際
　一年生の段階で、弁論文を書いたことのある生徒は皆無であ
る。まず過年度の弁論大会の様子をビデオで見せてイメージをもたせた。テーマをいくつか紹介し、日頃言いたいと思っていることについて、自分の考えを明らかにしていけばよ ことを伝えた。この時点で なりにしっかりと た主張をもっ
いる生徒はほんの少数である。多くの生徒は、環境問題に関するテーマを選ぶ。また、部活動をしたほうがいいかしないほうがいいかなど自分の身近な生活からテーマを決める生徒もいる。言葉の暴力やいじめなど、学校生活の中で 問題をテーマにす 生徒もいた。テーマが決 ると具体的に材料集めをする。そのときに用いたのがＫＪ法である。付箋 使い、テーマに沿って思いついたことを次々と書いていく、一人あたり４枚ずつ付箋を与えたが、必要な生徒に ど ん新しい付箋を与えた。付箋で材料集めをして く段階で、主張は変わらないがテーマが変わっていった生徒も 付箋に き出した内容をどのような順番で原稿 書 て くかを付箋を実際に貼り替えながら考えていった。目に見 作業になる で、頭の中だけで推敲するよりもこちらも指導しやすく、生徒が自主的に考えることができ 効果的な方法だ た。
　書く順番が決まったら、Ｂ４一枚のワークシートを渡し、箇
条書きした付箋の内容を文章でまとめ 。弁論のあらすじ作りであ 。この時点で、「です」「ます」体で書 て くことを伝え、書き言葉と話し言葉についても説明を加えた。その後、原稿用紙を渡し、弁論文を書かせて った。原稿用紙に書いた内容を繰 返し推敲するように指示する この段階で生
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徒相互に読み合わせ、表現についてのアドバイスをする時間を設ける。原稿にどんどん手直しを加えることがよいことだと伝え、どんどん 用紙に手直しを書き込ませる。手直しした原稿を清書させる。清書原稿をもって、発表練習に入る。この作業を一、二年次に繰り返していた。
　三年生にもなると、弁論文を書くことは生徒の中に定着して
おり、身近な生活の中から弁論文の題材を早くから探し始めている。また、部活動や中学校生活のことを書くにしても、一年生の時に比べて 内容は深まり、自分 主張も重みを増 てくる。
 付箋を使っての材料集めは一年次よりくり返しているた
め、やり方も定着しており、スムーズ 作業 入ることができる。一 二年次では、原稿用紙五枚までで弁論文を かせていたが、三年次では原稿用紙三枚以 に書くよう 指示した。これは、二年次までにず ぶん論理的な文章を くことができようになっており 三 限られた字数の中 自分の意見を明確に書くこと、四分間という弁論発表の制限時間の中で、相手にわかりやすく話すことを狙ったからである。
　最初は書く分量が短いと喜んでいた生徒もいたが、自分の言
いたいこと 原稿用紙三枚に以内に収めることが意外と難しいことに気づく生徒もいた。弁論は発表をすることが大きな最終
目標になる。三年次受験を目前にして二学期の半ばに取り組む弁論は、面接練習に向けての絶好の話す機会となる。一、二年次には五枚まで書くことを条件としていた。たくさんの原稿があれば発表四分の制限時間を超えることができる。原稿用紙三枚の弁論文を四分以上で読むようにす ためには話し方に工夫をしなければ、普通に読ん いたのではわずか二分程度で発表を終わってしまうことになる。
　発表練習に入った段階で、一クラスを三～四人の小グループ
に分けて活動をさせた。一クラスが約三十八人だった で、各クラス九～十ずつのグループ 分かれた 各グループにストップウォッチを渡し、まず、一分間で話すスピードについて学習させた。通常、一分間に三百文字程度のスピード 話す が聞き取りやすいとされているが、弁論発表のためそれよりももっとゆっく 大きな声で発表させるため、二百字程度の文章を一分間で読む練習をグループで学習させ 。小さな声での発声はタイムが伸びないことに気づいた生徒たちは、大きな声で間をとりながら発言していた。この練習の後に 自 の弁論文を相互に練習をさせた。はじめのうちは四分 満 ない生徒も多く、三枚書いていなかった生徒は必死になって文章を書き加えていた。また、早口に た 間が れなかっ りする生徒
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も、級友からのアドバイスを聞き、グループ全員が四分という目標を達成できるように取り組んでいた。実際に話し言葉にしてみると言いにくい箇所が出てきて自ら文章を手直しする姿も見られた。この作業で語彙を増やしていけた生徒もいた。
　声の大きさについての指導は、ネズミの声、ネコの声、ライ
オンの声と三段階に分けて、クラスの前で弁論文の題名 自分の名前を発表することで評価した。クラス全体に聞こえる声で話すことを目標とした。
七、実践の成果と課題
　〈成果〉　・
 三年間を通しての実践の中で、三角ロジックを取り入れると相手意識 もっ 文章を書くことができるようになったと感じる生徒が増えた。
　・
 お互いの原稿を読み合う活動を取り入れたが、話し合いができるグループは改善点を指摘しあうことができていた。
　・
 学年が進むにつれ、自分で文章を推敲し、不適切な表現に対して違和感をも ことができるよ になった生徒もいる。
〈課題〉
　・
 日常生活の中から題材を見つけることが難しい生徒への手立て。
 ・
 抽象的概念や時系列の文章を書くことが苦手な生徒への支援。
　・発表ができる雰囲気づくり。　説得力のある文章を書くためには、相手（読み手）を意識す
ることが必要である。相手を意識するためには、推敲の段階で納得できるかどうかを生徒同士が互いに読み合うグループ学習を取り入れることが必要だと感じた。文のねじれについては、繰り返し指導す で、指摘をしなくても生徒自身が気づくことができるようになっていった。根気強 指導していくことが必要だと感じた。
　課題の克服に向けて、日常生活の中で経験に乏しいと感じて
いる生徒には、対話を ていく で題材 引き出すことが必要だと感じた。 の実践 した翌年には一年生の国語の授業で少人数指導が可能だった。少人数に と一人の教員に対して二十人弱の生徒で授業が行える。題材が見つからな 生徒に
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は、対話をしながら題材探しを行うことができた。
　また、抽象的概念や時系列での整理が困難な生徒には一つず
つ具体的なできごとを付箋に書き出すように指示を出した。支援学級の生徒 どへの指導も考えると書く過程で人と話すというのは重要な作業のように思える。
　発表がしやすい雰囲気づくりは、どのような場面においても
必要なことである。これは国語 授業だけではなかなか作り出せない場合も多い。こ 課題に しては、次年度、学年全体でソーシャルスキルトレーニングを積極的 取り入れ、人間関係つくりに努めた。人間関係を築くのが苦手な生徒や相手の立場になって考えることができにくい生徒もいる。こ ような中で、よりよい集団生活をつくって くことができれば、相手意識をもった国語の授業展開はしやす なり、協同学習（互による学習）が可能と る。
　今回の実践を振り返って思うことは、具体的な手立てと目標
があれば、生徒たちが相互に学び合えるということである。教師が一生懸命教えているつもりで、実は生徒から教えられることが多い。私自身、はじめは弁論文指導は面倒でいやだった何を指導すればいいのかもわからず、ただ「書け」 けの指導だったと反省している。それ 、何を目標にすればよい
かを自分の中で明確にし、生徒に提示することによって、生徒も意欲的に書き始めるようになった。コミュニケーション能力の低下が危惧されている時代の中で、相手に伝える力を身につけるための授業づくりが重要であると考えている。【参考資料】
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